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今 月 の 表 紙
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NO.181

お知らせ
防災メモ
心からおくやみ申し上げます
わたしのうた

13

イベントカレンダー23

まちのわだい12

読書の家から
地域おこし協力隊通信　vol.37

20

ジオパーク通信22

さわやかだより
子育て世代包括支援センターが始まります

19

消防だより21

とうやこ

男 ………………………… 3,923人
女 ………………………… 4,529人
計 ………………………… 8,452人
世帯 …………………… 4,808世帯

（－ 9）
（－ 10）
（－ 19）
（－ 10）

人 口 と 世 帯 の 動 き
（先月比）

＜ 2 月 28 日現在＞

おめでとう100歳歳

　２月28日に100歳の誕生日を迎えた井山タメさん
（清水区）に、２月22日、福祉施設に真屋町長が訪 
問。お祝い金と花束を贈呈し、長寿を祝福しました。

井山タメさん

３ pickup news

ワンポイント手話
各小中学校で卒業式実施

24 spotlight

佐々木海さん
東奔西走／今月のワンショット

夢に向かって一歩ずつ

まちの予算８

特集　アイヌ民族と共に生きる４

18 新入職員紹介／人事異動
洞爺ライオンズクラブ　社協に現金と古切手寄贈

感染予防を心がけましょう！
～春の注意点～

〇体調が悪いときは外出を控える
特に引っ越しな
ど で 環 境 が 変
わったときは体
調の変化に留意
してください

〇会食するときは「黙食」を実践しましょう
①４人まで
②短時間
③深酒せず
④大声ださず
⑤会話時はマスク
　着用

　４月１日のオープン
に先立ち、３月 30 日
に行われた洞爺湖町ア
イヌ民族共生拠点施設

「ウトゥラノ」のオー
プニングセレモニーで
行われたテープカット
の様子です。

　－関連ｐ４～７－
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pickup news

　毎月、職員が今月の手話を紹介します。
　第 31 回目は令和２年度採用の総務課
江辺野史人です。
■問合せ　健康福祉課福祉・高齢者グル
ープ（☎ 74-3001）

卒　業
手話

ワンポイントワンポイント

卒業証書を受け取るように、
両手を前に出し、

各小中学校で各小中学校で

その後、両手を上げながら
頭も一緒に下げます

卒卒業業 実施実施

虻田中学校卒業式虻田中学校卒業式

　　小中学校では、卒業式が行われました。
　　新型コロナウイルス感染症対策として、参加
者の人数を制限し、厳粛な空気の中、執り行われ
ました。
　各中学校の卒業生は、別々の進路になる仲間と
の別れを惜しみ、新たなスタートへ希望を抱いて
いました。

各

虻田小学校卒業式虻田小学校卒業式

洞爺湖温泉小学校卒業式
洞爺湖温泉小学校卒業式

洞爺中学校卒業式洞爺中学校卒業式

とうや小学校卒業式とうや小学校卒業式
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洞
爺
湖
町
ア
イ
ヌ

洞
爺
湖
町
ア
イ
ヌ

■問合せ■問合せ　健康福祉課（☎ 74-3001）健康福祉課（☎ 74-3001）

「
ウ
ト
ゥ
ラ
ノ
」

　
洞
爺
湖
町
ア
イ
ヌ
民
族
共
生
拠

点
施
設
「
ウ
ト
ゥ
ラ
ノ
」
が
４
月

１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
ア
イ
ヌ
の
人
た

ち
と
地
域
の
人
た
ち
が
ア
イ
ヌ
民

族
に
つ
い
て
理
解
し
、
ア
イ
ヌ
文

化
や
地
域
文
化
を
継
承
す
る
た
め

の
活
動
拠
点
と
し
て
、
ア
イ
ヌ
政

策
推
進
交
付
金
を
活
用
し
て
整
備

し
た
施
設
で
す
。愛
称
の「
ウ
ト
ゥ

ラ
ノ
」
は
ア
イ
ヌ
語
で
「
共
に
、

一
緒
に
」
を
意
味
し
、
町
内
の

小
・
中
・
高
校
生
児
童
・
生
徒
計

４
０
３
人
に
よ
る
投
票
に
よ
っ
て

決
定
。
ア
イ
ヌ
文
化
や
ア
イ
ヌ
の

歴
史
を
伝
承
し
て
い
く
施
設
と
な

る
よ
う
思
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

　
施
設
内
に
は
、
ア
イ
ヌ
民
族
の

衣
服
、
儀
礼
用
具
、
民
具
類
の
レ

プ
リ
カ
を
展
示
す
る
コ
ー
ナ
ー
や

ア
イ
ヌ
教
育
に
尽
力
し
た
白
井
柳

治
郎
氏
の
功
績
を
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
伝
統
的

な
先
祖
供
養
「
カ
ム
イ
ノ
ミ
・
イ

アイヌ民族ととアイヌ民族アイヌ民族
共共共共共に

アイヌ民族アイヌ民族
にに生きる生きる

民
族
共
生
拠
点
施
設

民
族
共
生
拠
点
施
設

特
集
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特集 アイヌ民族と共に生きるアイヌ民族と共に生きる

白井柳治郎像（虻田小学校）白井柳治郎像（虻田小学校）

アイヌ教育に一生を捧げた
白井柳治郎

　白井柳治郎は、アイヌの子どもたちの教育に力を注ぎ、アイヌ
民族の社会的地位の向上に務めました。アイヌの子どもたちのた
めに虻田実業補習を設立した小谷部全一郎と協力し、虻田第二尋
常小学校を開校。アイヌの人々に寄り添い、教育者として生涯を
ささげた白井柳治郎は、旧虻田町名誉町民第１号となっています。

※年譜については、施設内の白井柳治郎紹介パネルより抜粋

チ
ャ
ル
パ
」
を
室
内
で
行
え
る
設

備（
炉
）も
敷
設
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　
今
後
は
ア
イ
ヌ
文
化
を
継
承
す

る
た
め
の
活
動
と
し
て
、
ア
イ
ヌ

刺
繍
教
室
な
ど
の
ア
イ
ヌ
文
化
を

体
験
す
る
講
座
や
各
種
事
業
を
展

開
す
る
予
定
で
す
。
各
団
体
の
事

業
な
ど
で
も
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

白井柳治郎　年譜

７月 12 日　茨城県真壁郡関本町（現在の築　　　　　　　
　　　　　　西市）に生まれる。
４月　東京帝国大学農科大学付属農業教員養　
　　　成所入学
５月　北海道旧土人救育会主催の小谷部全一
　　　郎の講演を聞き、アイヌ教育に一生　
　　　を捧げることを決意する。
３月　東京帝国大学農科大学付属農業教員養
　　　養成所卒業
８月　小谷部全一郎が計画した虻田学園の教
　　　師となるため、同氏とともに虻田に移
　　　住
５月　虻田第二尋常小学校開校
３月　虻田第二尋常小学校校長就任
伊達の大宮良と結婚
４月　虻田第二尋常小学校閉校。虻田尋常高
　　　等小学校校長就任
元虻田第二尋常小学校へ通う坂を「白井坂」
と命名し、記念の石碑建立。アイヌの人たちが、
白井柳治郎のために住宅を建てる。
国民教育奨励会よりペスタロッチ 100 年祭り
に際し教育功労者として、ペスタロッチ銅像
が贈られる。
勲六等瑞宝章を受ける。
５月 31 日　虻田第二尋常小学校と虻田尋常
　　 　　　 高等小学校合わせて 40 年の教
　　 　　　 教師生活に幕をおろす。
８月　虻田町役場嘱託となり、町の町史編さ
　　　ん事務などに携わる。
虻田小学校創立 60 周年にあたり、白井柳治
郎頌徳碑が建立される。
虻田小学校に、白井柳治郎胸像が建立される。
虻田町名誉町民（第１号）の称号を贈られる。
勲五等双光旭日章を受ける。
３月 22 日　逝去（83 歳）
４月１日　内閣より位一級に追陞（ついしょ　　
　　　　　う）される。

年齢

０歳

18 歳

19 歳

20 歳
21 歳
25 歳
39 歳

43 歳

45 歳

51 歳
59 歳

62 歳

76 歳
81 歳

82 歳
83 歳

和　暦

明治 15 年

明治 33 年

明治 34 年

明治 35 年
明治 36 年
明治 40 年
大正 10 年

大正 14 年

昭和 ２ 年

昭和 ８ 年
昭和 16 年

昭和 19 年

昭和 33 年
昭和 38 年

昭和 39 年
昭和 41 年
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　小規模な料理教室ができるス
ペースとなっていて、アイヌ伝
統料理教室などを開催するほ
か、各団体の事業などで利用で
きます。

調理室

　各団体や地域の人が、会議や研修などで利
用することができます。会議室１と２の間は
開閉式となっており、開放して利用すること
ができます。

会議室１・２

◀白井柳治郎展示コーナー
　アイヌ教育に一生を捧げた白井柳治郎氏の
功績を紹介したパネルや白井日記をひもとく
会より出版された「白井柳治郎日記」や実際
に白井柳治郎氏が使用していた所蔵品を展示
しています。

▶アイヌ文化展示コーナー
　アイヌの伝統的な工芸技術を用いたアイヌ
民族の衣服「ルウンペ」をはじめ、さまざま
な儀礼用具や、民具などを展示しています。

ｍａｐｍａｐ
「ウトゥラノ」「ウトゥラノ」
ｉｎｆｏｍａｔｉｏｎｉｎｆｏｍａｔｉｏｎ

会議室１会議室１ 会議室２会議室２

アイヌ文化・白井柳治郎展示コーナー
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特集 アイヌ民族と共に生きるアイヌ民族と共に生きる

玄関玄関

WCWC

アイヌ研修室１・２
　アイヌ民族の伝統的な先祖供養であるカ
ムイノミ・イチャルパを室内で行える設備

（炉）を敷設し、季節や天候に左右されるこ
となく儀式を行える空間です。アイヌ文化
を体験する教室なども開催します。
　アイヌ研修室１と２の間は開閉式となっ
ていて、開放して利用することができます。

アイヌ研修室１・２

　アイヌ民具類やアイヌ教育に一生を捧げ
た白井柳治郎氏の功績を紹介するコーナー
を設け、アイヌ文化や歴史を身近に感じて
もらうとともに、誰でも気軽に利用できる
スペースです。
　アイヌ研修室との間は開閉式となってい
て、開放して利用することができます。

交流ホール

　
こ
の
よ
う
な
施
設
が
で
き

た
こ
と
は
素
直
に
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
を

き
っ
か
け
に
、
ア
イ
ヌ
民
族

や
ア
イ
ヌ
の
歴
史
を
伝
承
し

て
い
く
た
め
の
拠
点
と
し
て

活
用
し
、
ア
イ
ヌ
文
化
の
普

及
に
役
立
て
て
い
き
た
い
で

す
。

　
今
後
は
、
ア
イ
ヌ
文
様
の

刺
し
ゅ
う
教
室
や
木
彫
り
教

室
、
伝
統
儀
式
の
講
習
会
な

ど
を
開
催
し
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
ア

ア
イ
ヌ
文
化
普
及
の
た
め
に
、

一
生
懸
命
頑
張
り
た
い

イ
ヌ
文
化
に
触
れ
て
も
ら
う

こ
と
で
興
味
を
持
ち
、
理
解

を
深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に

協
会
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し

て
、
ア
イ
ヌ
に
対
す
る
偏
見

を
な
く
し
て
も
ら
い
、
ア
イ

ヌ
の
人
た
ち
が
堂
々
と
生
き

て
い
け
る
よ
う
な
社
会
に
な

る
よ
う
、
私
自
身
も
一
生
懸

命
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で

す
。

調理室調理室

アイヌアイヌ
研修室１研修室１

アイヌアイヌ
研修室２研修室２

交流交流
ホールホール

炉炉

展
示
コ
ー
ナ
ー

展
示
コ
ー
ナ
ー

洞爺湖アイヌ恊会洞爺湖アイヌ恊会
藤野満裕会長藤野満裕会長



自 主 財
源

源財
存

依

見
込
み
予
算
編
成
を
行
い
ま
し

た
。

　

一
般
会
計
予
算
額
は
73

億
４
、６
０
０
万
円
で
、
前
年
度

　　

会 計 別 予 算 額

繰入金
5 億 4841 万円（7.5％）

諸収入
7111 万円（1.0％）

繰越金
2000 万円（0.3％）
使用料・手数料
２億 2417 万円（3.1％）

財産収入
2393 万円 (0.3%)

地方交付税地方交付税
32 億 5000 万円（44.2％）32 億 5000 万円（44.2％）

町債町債
6 億 6040 万円6 億 6040 万円

（9.0％）（9.0％）

国庫支出金国庫支出金
5 億 9053 万円5 億 9053 万円

（8.0％）（8.0％）

道支出金
3 億 9863 万円（5.4％）

地方消費税交付金
2 億円（2.7％）

地方譲与税
7015 万円

（1.0％）

町　税
9 億 8648 万円

（13.4％）（13.4％）

その他
2 億 3110 万円

（3.1％）

9 億 8648 万円9 億 8648 万円
2000 万円（0.3％）
使用料・手数料
２億 2417 万円（3.1％）

町　税町　税

3 億 9863 万円（5.4％）3 億 9863 万円（5.4％）

（1.0％）

自主財源
19 億 4519 万円（26.5％）
依存財源
54 億 81 万円（73.5％）

比
２
億
５
、５
０
８
万
円
、
３・４

％
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
は
町
税
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
経

済
の
落
込
み
や
中
小
事
業
者
に

対
す
る
固
定
資
産
税
の
減
免
額

を
見
込
み
、
前
年
度
比
１
億
４
、

令
和
３
年
度

広報とうやこ　2021 年４月 ８

前年度当初比
一 般 会 計 73 億 4600 万円（２億 5508 万円減　△ 3.4％）

特 別 会 計 38 億 646 万円（5461 万円増 　1.5％）

　国民健康保険………………… 13 億 5015 万円
　公共下水道事業………………… 9 億 5043 万円
　介護保険……………………… 11 億 9684 万円
　簡易水道事業…………………… 1 億 3025 万円
　後期高齢者医療………………… 1 億 7879 万円

（8532 万円減　△ 5.9％）
（1 億 3214 万円増　16.1％）
（9266 万円増　8.4％）
（9120 万円減　△ 41.2％）
（633 万円増　3.7％）

水道事業会計
　収益的収支 　２億 5744 万円
　資本的収支 　2 億 1528 万円

（1276 万円減　△ 4.7％）　

（6613 万円増　44.3％）

合 計  116 億 2518 万円（1 億 4710 万円減　△ 1.2％）

一
般
会
計

歳　入
財産収入
2393 万円 (0.3%)

財
源

5 億 4841 万円（7.5％）

9 億 8648 万円

源

9 億 8648 万円9 億 8648 万円

4600億 万円73

　
　
和
３
年
度
当
初
予
算
は
、
第

　
　
２
期
洞
爺
湖
町
ま
ち
づ
く
り

総
合
計
画
に
掲
げ
る
ま
ち
の
将
来

像
の
実
現
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で

積
み
重
ね
て
き
た
取
り
組
み
の
成

果
を
検
証
し
な
が
ら
「
子
育
て
支

援
の
充
実
」「
教
育
環
境
の
充
実
」

「
生
活
基
盤
の
整
備
」「
公
共
施
設

の
長
寿
命
化
」「
各
種
産
業
の
振

興
」
な
ど
を
重
点
施
策
と
し
て
予

算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
一
般
会
計
、
５
つ

の
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
を

含
め
た
全
会
計
予
算
総
額
は
、
令

和
２
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
、

１
億
４
、７
１
０
万
円
、
１・２
％

減
額
の
１
１
６
億
２
、５
１
８
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
た
め
、
歳

入
不
足
を
補
う
た
め
財
政
調
整
基

金
（
町
の
貯
金
）
の
取
り
崩
し
を

令

分担金・負担金
7109 万円（1.0％）

54 億 81 万円（73.5％）

　
　
和
３
年
度
当
初
予
算
は
、
第

　
　
２
期
洞
爺
湖
町
ま
ち
づ
く
り

　
　
和
３
年
度
当
初
予
算
は
、
第

令
　
　
和
３
年
度
当
初
予
算
は
、
第

ま
ち
の
予
算

ま
ち
の
予
算

■
問
合
せ

■
問
合
せ
　
税
務
財
政
課
財
政
グ
ル
ー
プ
︵
☎

　
税
務
財
政
課
財
政
グ
ル
ー
プ
︵
☎
7474－－

3
0
0
3

3
0
0
3
︶︶



町の会計の中心となるのが一
般会計です。行政運営の基本と
なる経費の全てを計上したもの
で、町行政の目的を達成するた
めに必要な経費を経理する会計
です。行政サービスのほとんど
が、一般会計で賄われています。

一般会計

特別会計
特別会計は、町が特定の事業

を行う場合その他特定の収入を
特定の支出に充て一般の歳入歳
出と区分して経理する必要があ
る場合など、一般会計と分けて
町が条例で設置することができ
る会計のことを言います。
　洞爺湖町には、国民健康保険、
公共下水道事業、介護保険、簡
易水道事業、後期高齢者医療の
５つの特別会計があります。

企業会計
企業会計は、独立採算性を原

則とする、一般的には、株式会
社などの民間企業での会計をい
うもので、民間企業に近い事業
を行う場合に設置される会計で
水道事業会計がこれに該当しま
す。

議会費
6077 万円（0.8％）

総務費
7 億 9310 万円（10.8％）

民生費民生費
15 億 3557 万円15 億 3557 万円

（20.9％）（20.9％）

衛生費
4 億 3865 万円（6.0％）

労働費
320 万円（0.1％）

商工費商工費
３億 1671 万円

（4.3％）（4.3％）

土木費土木費
12 億 4947 万円12 億 4947 万円

（17.0％）（17.0％）

消防費消防費
3 億 1803 万円3 億 1803 万円
(4.3％）(4.3％）

教育費教育費
4 億 651 万円4 億 651 万円

（5.5％）（5.5％）

公債費公債費
9 億 371 万円9 億 371 万円

（12.3％）（12.3％）

給与費給与費
10 億 9211 万円10 億 9211 万円

（14.9％）（14.9％）

6077 万円（0.8％）

7 億 9310 万円（10.8％）

３億 1671 万円３億 1671 万円

広報とうやこ　2021 年４月９

４
５
５
万
円
、
12
・
８
％
の
減

額
、
地
方
交
付
税
は
国
の
地
方
財

政
計
画
に
よ
る
一
般
財
源
総
額
の

伸
び
率
な
ど
を
勘
案
し
、
前
年
度

比
２
億
３
、８
０
０
万
円
、
７・９

％
の
増
額
を
見
込
み
ま
し
た
。
国

庫
支
出
金
で
は
、
令
和
２
年
度
に

実
施
し
た
ア
イ
ヌ
政
策
交
付
金
関

連
事
業
、
中
島
森
林
博
物
館
新
築

工
事
な
ど
の
事
業
終
了
な
ど
に

よ
り
、
前
年
度
比
２
億
９
、４
５

５
万
円
、
33
・
３
％
の
減
額
を
見

込
ま
し
た
。

　
歳
出
で
は
、
必
ず
支
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
義
務
的
経
費
の
う

ち
会
計
年
度
任
用
職
員
に
係
る
人

件
費
、
新
規
事
業
で
西
い
ぶ
り
広

域
連
合
共
同
電
算
シ
ス
テ
ム
へ
の

移
行
に
よ
る
関
係
経
費
が
大
き
く

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
投
資
的
事
業
と
し
て
は
、

Ｊ
Ｒ
洞
爺
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整
備

補
助
事
業
、
洞
爺
湖
温
泉
大
通
り

線
改
良
工
事
な
ど
昨
年
度
か
ら
の

継
続
事
業
を
中
心
に
計
上
。

　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
中

学
生
以
下
の
医
療
費
無
料
化
、
出

産
祝
金
の
支
給
、
子
ど
も
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
接
種
費
用
助
成
な
ど
を

引
き
続
き
計
上
し
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、

保
険
給
付
費
な
ど
の
減
少
に
伴
い

前
年
度
比
８
、５
３
２
万
円
、
５・

９
％
の
減
額
。

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

は
、
長
寿
命
化
計
画
に
よ
る
処
理

場
設
備
工
事
の
増
加
に
伴
い
前

年
度
比
１
億
３
、２
１
４
万
円
、

16
・
１
％
の
増
額
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
第

８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
介

護
報
酬
改
定
に
よ
る
保
険
給
付

費
の
増
加
に
伴
い
前
年
度
比
９
、

２
６
６
万
円
、
８・４
％
の
増
額
。

　

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、

配
水
管
布
設
工
事
費
の
減
に
伴

い
前
年
度
比
９
、１
２
０
万
円
、

41
・
２
％
の
減
額
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

は
、
被
保
険
者
数
の
増
加
に
伴
う

広
域
連
合
納
付
金
が
増
額
と
な

り
、前
年
度
比
６
３
３
万
円
、３・

７
％
の
増
額
。

　
５
つ
の
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た

予
算
総
額
は
38
億
６
４
６
万
円
と

な
り
、
前
年
度
か
ら
１・
５
％
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
水
道
事
業
会
計
は
、
給
水
収
益

の
減
に
伴
う
原
水
及
び
浄
水
費
の

減
、
検
満
メ
ー
タ
ー
交
換
個
数

の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
収
益
的

収
支
が
前
年
度
比
１
、２
７
６
万

円
、
４・
７
％
の
減
額
。
資
本
的

支
出
は
、
建
設
改
良
費
の
増
加
に

よ
り
前
年
度
比
６
、６
１
３
万
円
、

44・３
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

水
道
事
業
会
計

特
別
会
計

4 億 3865 万円（6.0％）4 億 3865 万円（6.0％）

予備費
1900 万円（0.3％）

用語解説

農林水産業費
2 億 917 万円（2.8％）

歳　出
4600億 万円73



令和３年度 主 な 事 業

広報とうやこ　2021 年４月 10

令和３年度予算に計上した事業の一部を重点政策に分けて紹介します。

多面的機能支払事業多面的機能支払事業

イルミネーショントンネルイルミネーショントンネル

商工振興
・住宅リフォーム支援事業…800 万円
・道の駅あぷた屋外照明設備交換事業…676 万円

観光振興
・洞爺湖温泉大通り線改良工事…１億 2000 万円
・温泉源既存施設改修事業補助金…968 万円
・にぎわい広場イルミネーショントンネルネット等購入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…535 万円
・洞爺の水ペットボトリング事業…294 万円
・財田自然観察遊歩道野鳥観察デッキ改修事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  …1036 万円
・洞爺湖有珠山ジオパーク推進事業…392 万円

産業振興
・農地耕作条件改善事業…3570 万円
・多面的機能支払事業補助金…2327 万円
・なまこ養殖漁場整備事業補助金…1474 万円
・漁業系廃棄物処理施設運営補助金…1251 万円
・孵化場屋根等大規模改修事業補助金…693 万円

地 域 の に ぎ わ い 創 出地 域 の に ぎ わ い 創 出

保育料の減免保育料の減免

・乳幼児等医療費助成事業（中学生以下の医療費無料化）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…1200 万円
・出産祝い金…240 万円
・子どもインフルエンザワクチン接種事業…258 万円
・保育料減免事業…399 万円
・洞爺地区等高校生通学費等助成事業…300 万円

子 育 て 支 援子 育 て 支 援

・地域おこし協力隊活動事業…1754 万円
・チャレンジショップ支援事業…554 万円

定 住 促 進定 住 促 進



・虻田地区道路等環境整備事業…8700 万円
・町営住宅維持管理・修繕…9008 万円
・橋梁長寿命化計画に基づく修繕工事…5870 万円
・ＪＲ洞爺駅エレベーター整備補助金…１億 500 万円

生 活 基 盤 の 整 備生 活 基 盤 の 整 備

広報とうやこ　2020 年４月広報とうやこ　2020 年４月11 広報とうやこ　2021 年４月広報とうやこ　2021 年４月11

地方債（借金）の残高
令和元年度 令和２年度（見込） 令和３年度（見込）

一 般 会 計 87 億 6382 万円 90 億 8620 万円 88 億 9701 万円

公共下水道事業特別会計 25 億 6351 万円 22 億 5425 万円 21 億 3897 万円

簡易水道事業特別会計 3 億 8148 万円 4 億 42 万円 3 億 9551 万円

水道事業会計 9 億 3583 万円 9 億 5736 万円 10 億 3518 万円

合 計 126 億 4464 万円 126 億 9823 万円 124 億 6667 万円

令和元年度 令和２年度（見込） 令和３年度（見込）

財政調整基金 13 億 1061 万円 13 億 1161 万円 9 億 6211 万円

減 債 基 金 1 億 295 万円 １億 300 万円 １億 303 万円

特定目的基金 17 億 4923 万円 17 億 1682 万円 16 億 1710 万円

合 計 31 億 6279 万円 31 億 3143 万円 26 億 8224 万円

基金（貯金）の残高

入江・高砂貝塚館入江・高砂貝塚館

・小中学校特別支援教育支援員・介護員配置事業…5282 万円
・虻田高等学校支援事業…512 万円
・中学校部活動支援事業…100 万円
・入江高砂貝塚館屋上防水及び外壁塗装工事…1134 万円
・入江貝塚公園便益施設改修工事…905 万円
・虻田小学校グラウンド照明取付工事…685 万円

教 育 環 境 の 充 実教 育 環 境 の 充 実

・本庁舎長寿命化計画に基づく外壁改修工事…2900 万円
・西いぶり広域連合共同電算システム移行事業…２億 116 万円
・北海道日本ハムファイターズ市町村応援大使事業…308 万円
・生活館（ウトゥラノ）管理運営事業…570 万円
・新型コロナウイルスワクチン接種事業…2560 万円
・民間大規模建築物耐震補強補助事業…２億 8679 万円

そ の 他そ の 他

虻田地区道路等環境整備事業虻田地区道路等環境整備事業

北海道日本ハムファイターズ市町村応援大使事業北海道日本ハムファイターズ市町村応援大使事業



　

　
　
爺
湖
生
物
多
様
性
シ
ン
ポ
ジ
ウ

　
　
ム
（
酪
農
学
園
大
学
環
境
共
生

学
類
／
洞
爺
湖
町
共
催
）
が
洞
爺
湖

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

約
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
２
部
構
成
と

な
っ
て
い
て
、
第
１
部
で
は
、
同
大

の
学
生
や
卒
業
生
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

研
究
成
果
を
発
表
。
第
２
部
で
は
、

洞
爺
湖
生
物
多
様
性
保
全
協
議
会
と

同
大
環
境
共
生
学
類
の
報
告
者
が
関

連
調
査
結
果
を
報
告
し
、
参
加
者

は
、
町
の
環
境
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

洞

木材の温かみを感じる
温小・虻中机の天板の交換を実施

　
　
林
環
境
譲
与
税
」
を
活
用
し
た

　
　
教
育
施
設
の
木
質
化
整
備
事
業

と
し
て
、机
改
良
の
要
望
が
あ
っ
た
、

温
泉
小
学
校
と
虻
田
中
学
校
の
机
の

天
板
を
交
換
し
ま
し
た
。

　
「
森
林
環
境
譲
与
税
」
は
、
木
材

利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発
な
ど
の

「
森
林
整
備
や
そ
の
促
進
に
関
す
る

費
用
」
に
充
て
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

て
、
今
回
は
木
材
利
用
の
促
進
・
普

及
活
動
と
し
て
実
施
。

　
温
泉
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
新

し
い
机
を
見
て
「
き
れ
い
、
か
っ
こ

い
い
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

洞爺湖町の環境について研究成果を発表
洞爺湖生物多様性シンポジウム20

２

天板が交換された机（温泉小学校）天板が交換された机（温泉小学校）

洞爺湖生物多様性保全協議会からの報告を聞く参加者洞爺湖生物多様性保全協議会からの報告を聞く参加者
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のわだい
まち

町内で行われたイベントや活動を紹介します

表現力を養うきっかけに�
読書紹介文・読書感想画募集事業表彰式

　
　
書
紹
介
文
・
読
書
感
想
画
の
表

　
　

彰
式
（
教
育
委
員
会
・
洞
爺
湖

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
主
催
）
が
防
災
研

修
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
各
小
・
中
学
校

か
ら
、
読
書
紹
介
文
1
1
3
点
、
読

書
感
想
画
1
0
8
点
の
応
募
が
あ
り
、

４
人
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。
読
書
紹
介

文<

小
学
生
の
部>

釣
賀
怜
和
く
ん

（
虻
小
４
年
）＜

中
学
生
の
部＞

佐
藤

き
ら
ら
さ
ん
（
虻
中
３
年
）
／
読
書
感

想
画＜

小
学
生
の
部＞

牛
島
岳
陽
く

ん
（
温
小
５
年
）<

中
学
生
の
部＞

小
野
寺
陽
月
さ
ん
（
虻
中
１
年
）

26
２

読

　
　
年
度
の
胆
振
管
内
教
育
実
践
表

　
　
彰
に
虻
田
高
校
（
廣
川
雅
之
校

長
）
が
選
ば
れ
、表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
校
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
始
め

た
遊
覧
船
ガ
イ
ド
の
授
業
、
自
然
や

人
材
な
ど
地
域
の
教
育
資
源
を
積
極

的
に
活
用
す
る
な
ど
特
色
あ
る
教
育

活
動
を
推
進
し
、
開
か
れ
た
学
校
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
、
表
彰
を
受
賞
。

　
表
彰
を
受
け
、
廣
川
校
長
は
「
地

域
の
支
え
が
あ
っ
て
受
賞
で
き
ま
し

た
。
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

地域の教育資源を積極的に活用�
虻高　教育実践表彰受賞

山上和弘胆振教育局長（左）から表彰状を受け取る廣川校長（右）山上和弘胆振教育局長（左）から表彰状を受け取る廣川校長（右）

今
８

３
９

３

森

「

釣賀怜和くん

小野寺陽月さん

牛島岳陽くん

佐藤きららさん
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暮
ら
し お知らせ

information

国
民
年
金
制
度
に
つ
い
て

国
民
年
金
か
ら

　
国
民
年
金
は
想
定
外
の
リ
ス
ク

に
対
応
で
き
る「
国
の
保
険
」
で

す
。
国
民
年
金
保
険
料
を
未
納
の

ま
ま
に
す
る
と
、
老
後
の
年
金
だ

け
で
な
く
、
障
害
年
金
や
遺
族
年

金
ま
で
受
け
取
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

●
老
齢
基
礎
年
金（
65
歳
に
な
っ

た
と
き
）

　
国
民
年
金
を
10
年
以
上
納
付
し

た
人
が
65
歳
か
ら
受
け
取
る
老
後

若
い
人
を
狙
っ
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

悪
質
商
法
に
注
意
！

の
た
め
の
年
金
で
す
。

●
障
害
基
礎
年
金（
病
気
や
ケ
ガ

で
障
害
が
残
っ
た
と
き
）

　
国
民
年
金
加
入
中
に
、
病
気
や

ケ
ガ
が
原
因
で
障
害
が
残
っ
た
と

き
の
た
め
の
年
金
で
す
。
※
20
歳

前
に
発
生
し
た
障
害
も
支
給
対
象

に
な
り
ま
す
。

●
遺
族
基
礎
年
金（
一
家
の
大
黒

柱
が
亡
く
な
っ
た
と
き
）

　
国
民
年
金
に
加
入
中
の
人
が
亡

く
な
っ
た
と
き
の
遺
族
の
た
め
の

年
金
で
す
。

　
原
則
、
18
歳
未
満
の
子
の
あ
る

配
偶
者
と
18
歳
未
満
の
子
が
支
給

対
象
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

室
蘭
年
金
事
務

所
（
お
客
様
相
談
室
）
（
☎

0
1
4
3

－

50

－

1
0
0
4
）

／
住
民
課
住
民
・
戸
籍
年
金
グ

ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
2
）

合カギ作ります

藤 兼 金 物 店
洞爺湖町洞爺湖温泉91-8　TEL  0142-75-2135

住宅・自動車・シャッター・ロッカー・金庫他

　
就
職
や
進
学
な
ど
で
親
元
を
離

れ
、
一
人
暮
ら
し
を
始
め
た
若
者

の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い

ま
す
。
20
歳
に
な
る
と
、
未
成
年

者
を
理
由
と
す
る
契
約
の
取
り
消

し
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。（
令
和
４
年
４
月
か
ら
は
、

成
人
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら

れ
ま
す
）
若
者
に
多
い
ト
ラ
ブ
ル

と
し
て
次
の
よ
う
な
相
談
事
例
が

あ
り
ま
す
。

・
お
試
し
価
格
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト

を
注
文
し
た
。
１
回
き
り
の
購
入

と
思
っ
て
い
た
が
定
期
購
入
が
条

件
に
な
っ
て
い
た
。

・
副
業
を
探
し
て
い
て「
初
心
者

で
も
簡
単
に
高
収
入
」「
短
時
間

で
す
ぐ
に
稼
げ
る
」
と
い
う
広
告

を
見
て
申
し
込
ん
だ
。
マ
ニ
ュ
ア

ル
デ
ー
タ
が
送
ら
れ
て
き
た
が
複

雑
な
内
容
で
よ
く
分
か
ら
な
か
っ

た
の
で
、
キ
ャ
ン
セ
ル
を
申
し
出

た
が
拒
否
さ
れ
、
高
額
な
請
求
を

受
け
た
。

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に「
ア
プ
リ

の
未
納
金
が
あ
る
。
支
払
わ
な
け

れ
ば
法
的
措
置
を
と
る
」
と
い
う

見
覚
え
の
な
い
メ
ー
ル
が
届
い

た
。
連
絡
す
る
と「
和
解
し
た
い

な
ら
、
す
ぐ
に
電
子
マ
ネ
ー
ギ
フ

ト
券
を
購
入
し
、
そ
の
番
号
を
連

絡
す
る
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
不
審

に
思
っ
た
。

　
悪
質
業
者
は
契
約
の
知
識
と
経

験
が
浅
い
若
い
人
を
狙
っ
て
い
ま

す
。「
お
か
し
い
な
」「
不
安
だ
な
」

と
思
っ
た
ら
、
産
業
振
興
課
ま
で

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

産
業
振
興
課
水

産
・
商
工
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
5
）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

の
実
施

伊
達
警
察
署
か
ら

■
運
動
期
間　

４
月
６
日（
火
）

～
４
月
15
日（
木
）
の
10
日
間

●
運
動
重
点

・
子
ど
も
と
高
齢
者
を
は
じ
め
と

す
る
歩
行
者
の
安
全
の
確
保

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・
歩
行
者
な
ど
の
保
護
を
は
じ
め

と
す
る
安
全
運
転
意
識
の
向
上

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
全
席
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用

●
運
転
免
許
更
新
時
講
習

　
更
新
時
講
習
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、

完
全
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
程
を
確
認
し
、
早
め
の
更
新
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　
伊
達
警
察
署（
☎
22

－

0
1
1
0
）
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児童手当・児童扶養手当制度のお知らせ

１．児童手当
　中学校卒業までの児童を養育している人全員に
支給される手当です。出生・転入・転出などのとき
に手続きが必要となります。公務員の人は勤務先
で手続きをしてください。
■支給対象　15歳到達後最初の３月 31日までの
児童を養育している人
■支給月額　受給者の所得や児童の年齢などによ
り、金額が変わります

受給者の所得 児童の年齢 支給月額
（１人当たり）

所得制限額未満
（児童手当）

３歳未満 一律　15,000円

３歳以上
小学校修了前

10,000円
（ 第 ３ 子 以 降 は
15,000円）

中学生 一律　10,000円

所得制限額以上
（特例給付） 年齢関係なし 一律　5,000円

■支給時期　６月・10月・２月に、それぞれの前
月分まで（４か月分）の手当を支給。

２．児童扶養手当
　死別や離婚などで、父または母と生計を別にしている
児童を養育している人に支給される手当です。手当を受
けるためには申請手続きが必要です。
■支給対象　母子家庭の母、父子家庭の父、父または母
に替わって養育している人
■支給期間　児童が 18歳に到達した日以後の最初の３月
31日まで（児童が心身に中程度以上の障がいを有する場合
は 20歳未満まで）
■支給月額　受給者と扶養義務者（同居する家族など）の
所得などにより支給月額が変わります。そのため、手当
の全部または一部を支給しない場合があります。（全額支
給、一部支給、全額支給停止のいずれかに決定します）　

区分
支給月額

全額支給 一部支給

第１子 43,160円 43,150円～ 10,180円

第２子加算額 10,190円 10,180円～ 5,100円

第３子以降加算額 6,110円 6,100円～ 3,060円

※これらの手当は申請手続きが遅れると、原則、遅れた月分の手当が受けられなくなりますので、注意してくだ
さい。
※手続きに必要なものは世帯の状況により異なりますので、詳しくは問い合わせください。
■問合せ　健康福祉課福祉・高齢者グループ（☎ 74-3001）

■支給時期　１月・３月・５月・７月・９月・11月に、そ
れぞれの前月分（２か月分）までの手当を支給。

こととうう ここやや No.1 コロナ禍での避難コロナ禍での避難
　町のコロナ禍における避難所の対応については、受付
時に避難者全員の体調確認と検温を実施するとともに、
避難所内では、手洗い・うがい、手指消毒、マスク着用
による咳エチケットの徹底や避難者間のスペースの確保
の徹底、避難所内の定期的な換気や消毒など、あらゆる
対策を講じることとしています。

　また、飛沫感染を防止するため、段ボールベッドやパー
テーション、テントなども備蓄しています。避難所内の
感染症対策を徹底することとしてますが、町民の皆さん
にも次の点に注意して、避難所での感染拡大防止への協
力をお願いします。

①マスク
②アルコール消毒液や
アルコールを含んだウエットティッシュ
③体温計
④スリッパ

１．避難時に非常食などの非常持出品
　　に加え、持参してほしいもの

２．避難先の検討
　自身が住んでいる地域の災害リスクについて、町が配
布している防災マップや防災ガイドブックなどで確認
し、町が開設する避難所や親族の家などを含め、事前に
避難先の検討をお願いします。
①町が用意する避難所への避難
②安全な場所にある親族の家などへの避難（分散避難）
③大雨や土砂災害などで自宅が安全な場合は、建物の上
階や自宅内の安全な場所への避難（在宅避難）



　
令
和
３
年
６
月
１
日
を
期
日
と

し
て
経
済
セ
ン
サ
ス

－

活
動
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　

経
済
セ
ン
サ
ス

－

活
動
調
査
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お知らせ

行
　
政

町
に
寄
せ
ら
れ
た
ふ
る
さ

と
納
税
の
活
用

　
令
和
２
年
度
に
町
に
寄
せ
ら
れ

た
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
は
３
、

４
４
１
件
、
７
、５
５
８
万
８
千

円
で
す
。
こ
れ
ら
の
寄
附
金
は
返

礼
品
な
ど
の
経
費
を
差
し
引
い
た

額
を
基
金
に
積
立
て
、
子
育
て
支

援
や
観
光
振
興
事
業
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
の

費
用
の
一
部
と
し
て
活
用
し
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
昨
年
度
活
用
し
た
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
観
光
振
興
事
業
、
保
育
所
給
食

費
半
額
助
成
事
業
、
子
育
て
支
援

ご
み
袋
支
給
事
業
、
出
産
祝
金
支

給
事
業
、
買
い
物
支
援
バ
ス
運
行

事
業
、
地
域
食
堂
運
営
事
業
、
洞

爺
地
区
等
通
学
費
助
成
、保
育
所・

小
学
校
遊
具
修
繕
、
子
ど
も
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
助
成

事
業　
他

　
ま
た
、
本
年
度
も
４
月
よ
り
ふ

る
さ
と
納
税
の
受
付
を
開
始
し
て

い
ま
す
。

■
問
合
せ　
総
務
課
管
財
・
情
報

グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
0
）

　

令
和
３
年
３
月
分（
４
月
納
付

分
）
か
ら
健
康
保
険
料
率
10
・

45
％（
プ
ラ
ス
0・04
ポ
イ
ン
ト
）、

介
護
保
険
料
率
は
1
・
80
％（
プ

ラ
ス
0
・
01
ポ
イ
ン
ト
）
と
引
き

上
げ
と
な
り
ま
す
。
健
康
保
険
料

率
や
介
護
保
険
料
率
の
引
き
上
げ

に
関
し
て
、
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

●
保
険
料
率
に
つ
い
て

　
保
険
料
率
は
、
各
都
道
府
県
の

医
療
水
準
に
基
づ
き
算
出
さ
れ
て

い
て
、
北
海
道
の
医
療
費
の
上
昇

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
保

険
料
率
の
伸
び
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

医
療
費
の
上
昇
を
抑
え
る
た

め
、
健
診
の
受
診
、
企
業
を
挙
げ

て
の
健
康
づ
く
り
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
使
用
促
進
な
ど
の
取

り
組
み
の
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
問
合
せ　

全
国
健
康
保
険

協
会（
協
会
け
ん
ぽ
）
北
海
道

支
部（
0
1
1

－

7
2
6

－
0
3
5
2
）

第
11
回
特
別
弔
慰
金
請
求

の
受
付

●
特
別
弔
慰
金

　
特
別
弔
慰
金
は
、
今
日
の
我
が

国
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な
っ
た

戦
没
者
な
ど
の
尊
い
犠
牲
に
思
い

を
い
た
し
、
国
と
し
て
改
め
て
弔

慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、
戦
没
者

な
ど
の
遺
族
に
特
別
弔
慰
金（
記

名
国
債
）を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

■
支
給
対
象
者　
戦
没
者
な
ど
の

死
亡
当
時
の
遺
族
で
、
令
和
２
年

４
月
１
日（
基
準
日
）
に「
恩
給
法

に
よ
る
公
務
扶
助
料
」「
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

遺
族
年
金
」な
ど
を
受
け
る
人（
戦

没
者
な
ど
の
妻
や
父
母
な
ど
）
が

い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ

る
優
先
順
位
の
遺
族
１
人
に
支
給

し
ま
す
。

①
令
和
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に

よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し

た
人

②
戦
没
者
の
子

③
戦
没
者
な
ど
の
㋐
父
母
㋑
孫
㋒

祖
父
母
㋓
兄
弟
姉
妹
※
戦
没
者
な

ど
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有

し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、

順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

④
右
記
①
～
③
以
外
の
戦
没
者
な

ど
の
三
親
等
内
の
親
族（
甥
、
姪

な
ど
）
※
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時

ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
の
生
計

関
係
を
有
し
て
い
た
人
に
限
り
ま

す
。

■
支
給
内
容　
額
面
25
万
円
、
５

年
償
還
の
記
名
国
債

■
請
求
期
間　
令
和
５
年
３
月
31

日
ま
で（
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と

第
11
回
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
）

■
請
求
窓
口　
洞
爺
湖
町
役
場
健

康
福
祉
課
、
洞
爺
湖
温
泉
支
所
、

洞
爺
総
合
支
所

■
問
合
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
・
高
齢
者
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
1
）

経
済
セ
ン
サ
ス

－

活
動
調

査
実
施

と
は
、
全
産
業
分
野
の
事
業
所
・

企
業
の
経
済
活
動
の
状
態
を
全
国

的
・
地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
、
売
上
高
や

費
用
な
ど
の
経
理
項
目
の
把
握
に

重
点
を
置
い
て
い
る
調
査
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
本
調
査
は
、
統
計
法
と
い
う
法

律
に
基
づ
く
基
幹
統
計
調
査
で
あ

り
、
基
幹
統
計
調
査
を
受
け
る
人

に
は
報
告
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

同
時
に
、
調
査
を
実
施
す
る
関
係

者
に
は
調
査
に
よ
っ
て
知
っ
た
こ

と
を
他
に
漏
ら
し
て
は
い
け
な
い

義
務
も
統
計
法
で
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
全
国
全
て
の
事
業
所
に
回

答
を
お
願
い
す
る
重
要
な
調
査
と

な
っ
て
い
て
、
調
査
結
果
は
行
政

施
策
な
ど
の
重
要
な
根
拠
資
料
と

な
り
ま
す
の
で
、
回
答
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
４
月
中
旬
ご
ろ
に
、
町
が
任
命

す
る
調
査
員
が
調
査
を
行
う
事
業

所
へ「
事
前
依
頼
は
が
き
」
を
送

付
し
ま
す
の
で
内
容
の
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

企
画
防
災
課
広

報
統
計
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
4
）

令
和
３
年
度
保
険
料
率
改
定

協
会
け
ん
ぽ
か
ら
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相
　
談

「
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し

の
無
料
相
談
会
」
開
催

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
係
留

希
望
者
募
集

サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
体

温
計
設
置

　
町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
予
防
対
策
と
し
て
、
町

民
の
皆
さ
ん
が
来
庁
時
に
検
温
で

き
る
よ
う
に
、
役
場
本
庁
舎
、
洞

爺
湖
温
泉
支
所
、
洞
爺
総
合
支
所

に
体
温
を
カ
メ
ラ
で
測
定
す
る
機

器（
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
サ
ー
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
体
温
計
）
を
設
置
し
ま
し

た
。

　
こ
の
体
温
計
は
、
機
器
の
前
に

立
つ
と
自
動
で
体
温
を
測
定
す
る

も
の
で
す
の
で
、
健
康
管
理
の
一

助
と
し
て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
総
務
課
庶
務
・
職
員

グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
0
）

募
　
集

　
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
係
留
希

望
者
を
募
集
し
ま
す
。　

　
希
望
者
が
多
数
と
な
っ
た
場
合

は
、
加
点
方
式（
町
内
在
住
の
有

無
な
ど
）
に
よ
る
選
考
を
行
い
、

同
点
者
が
い
た
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

■
係
留
場
所　
洞
爺
湖
町
虻
田
漁

港
大
磯
分
区

■
募
集
隻
数　

１
隻（
船
舶
の
長

さ
５
ｍ
以
上
７
ｍ
未
満
）

■
使
用
料（
年
額
）　
船
舶
の
長
さ

１
ｍ
あ
た
り　
町
民
6
、
８
０
０

円
／
町
民
以
外　
８
、１
０
０
円

■
係
留
期
間　

５
月
１
日（
土
）

～
令
和
４
年
３
月
31
日（
木
）

■
申
込
方
法　
申
請
書
は
産
業
振

興
課
に
用
意
し
て
い
ま
す
。（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
）
希
望
す
る
人
は
、
１

度
、
電
話
な
ど
で
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間　

４
月
12
日（
月
）

～
４
月
21
日（
水
）

■
問
合
せ　

産
業
振
興
課
水

産
・
商
工
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
5
）

自衛官募集

■問合せ　防衛省自衛隊札幌地方協力本部　室蘭地域事務所　（☎ 0143-44-9533）

募集項目 資　格 受付期限 試験期日

一般幹部候補生
（陸、海、空） 22歳以上 26歳未満の人

４月 28日（水）まで ５月８日（土）
歯科、薬剤科
幹部候補生 専門の大卒の 20歳以上 30歳未満の人

一般曹候補生

18歳以上 33歳未満の人

５月 11日（火）まで ５月 21日（金）～ 30日（日）
（いずれか１日）

自衛官候補生 ５月 21日（金）まで ５月 28日（金）～ 30日（日）
（いずれか１日）

令
和
３
年
度
調
理
師
試
験

■
試
験
日　
８
月
25
日（
水
）
13

時
30
分
～
16
時

■
願
書
受
付
期
間　

５
月
10
日

（
月
）
～
５
月
21
日（
金
）

■
試
験
地　
苫
小
牧
市
※
従
来
の

試
験
地
室
蘭
市
か
ら
変
更
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
受
験
料　
6
、
9
0
0
円

■
願
書
提
出
先　
北
海
道
室
蘭
保

健
所
企
画
総
務
課
企
画
係

■
問
合
せ　
北
海
道
胆
振
総
合
振

興
局
保
健
環
境
部
保
健
行
政
室

（
北
海
道
室
蘭
保
健
所
）
企
画
総

務
課
企
画
係（
☎
0
1
4
3

－

24

－

9
8
4
4
）

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定
結
果

（
２
号
炉
）
は
、「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
対
策
特
別
措
置
法
」
に
よ
る
排

出
基
準
値（
０
・１
ナ
ノ
グ
ラ
ム
）

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

■
測
定
日　
令
和
２
年
11
月
25
日

■
測
定
結
果　
０
・0
0
9
ナ
ノ

グ
ラ
ム（
ナ
ノ
グ
ラ
ム
は
10
億
分

の
１
グ
ラ
ム
）

メ
ル
ト
タ
ワ
ー
21
の
排
ガ
ス

（
煙
突
）
測
定
結
果

■
詳　
細　

西
い
ぶ
り
広
域

連
合（
☎
0
1
4
3

－

59

－

0
7
0
5
）



　
相
続
手
続
き
、
遺
言
書
の
作
成

や
、
契
約
手
続
き
、
ま
た
官
公
署

に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

■
日　
時　
４
月
17
日（
土
）、
５

月
15
日（
土
）
９
時
30
分
～
12
時

■
場　
所　
赤
川
集
会
所

■
問
合
せ　

北
海
道
行
政
書
士

会
室
蘭
支
部（
☎
76

－

３
５
３
８　

担
当
後
藤
）
／
住
民
課
住
民
・

戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
２
）
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  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 

故岩田敏勝さん
■３月 12日死去■ 78歳■遺族は兼一さん■虻２区

故日当正子さん
■３月 10日死去■ 71歳■遺族は修さん■虻１区

故岩倉ハル子さん
■１月 31日死去■ 94歳■遺族は德さん■洞第２

故猪股広美さん
■２月 16日死去■ 63歳■遺族は美代子さん■泉区

故大廣きよ子さん
■２月 17日死去■ 87歳■遺族は芳博さん■洞第２

故中畑アサ子さん
■２月 28日死去■ 74歳■遺族は三千男さん■洞第４

２月20日から３月19日届出分

　広報紙への掲載は申請手続きが必要です。

天
気
図
の
巨
大
渦
潮
春
疾
風

　
　
　
　
　
　

佐
藤
美
風　

麗
ら
か
に
波
間
の
カ
モ
メ
浮
き
沈
み

　
　
　

小
笠
原
勇　
　
　
　

引
鳥
の
群
れ
鳴
き
交
し
北
め
ざ
す

　
　
　

千
葉
征
子　
　
　

う
ら
や
か
や
卒
寿
に
高
き
寺
の
磴

矢
野
知
子　
　
　
　
　
　
　

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会　

３
月
定
例
会

寄
　
付

　
善
意
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会

<
寄
附
物
品>

▽
高
崎
み
や
子
さ
ん（
虻
２
区
）

▽
正
源
な
み
子
さ
ん（
虻
８
区
）

▽
安
富
隆
吉
さ
ん（
虻
４
区
）

▽
谷
良
男
さ
ん（
入
１
区
）

▽
下
妻
未
乃
さ
ん（
温
３
区
）

▽
沼
田
盛
昭
さ
ん（
泉
区
）

▽
坂
上
昭
郎
さ
ん（
入
４
区
）

▽
高
橋
石
油

▽
虻
田
郵
便
局

▽
友
愛
会
歯
科

▽
虻
田
高
校

故山平ミツさん
■３月 13日死去■ 92歳■遺族は隆一さん■虻１区

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

必
ず
２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事

前
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
定
員（
３
人
）に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

＜

虻
田
地
区＞

■
日　
時　
４
月
15
日（
木
）
13

時
30
分
～
15
時

■
場　
所　
洞
爺
湖
町
役
場

■
担　
当　

本
間
寛
菜
弁
護
士

（
北
海
道
み
ら
い
法
律
事
務
所
）

＜

温
泉
地
区＞

■
日　
時　
５
月
6
日（
木
）
13

時
30
分
～
15
時

無
料
法
律
相
談
会
開
催

心
身
障
が
い
者
一
般
巡
回

相
談
の
開
催

　
北
海
道
立
心
身
障
害
者
総
合
相

談
所
に
よ
る
巡
回
相
談
が
、
開
催

さ
れ
ま
す
。

■
日　
程　

①
６
月
７
日（
月
）

～
10
日（
木
）
②
10
月
25
日（
月
）

～
10
月
28
日（
木
）
③
令
和
４
年

■
場　
所　

観
光
情
報
セ
ン

タ
ー

■
担　
当　
増
川
拓
弁
護
士（
北

海
道
み
ら
い
法
律
事
務
所
）

■
問
合
せ

住
民
課
住
民
・
戸

籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
２
）

２
月
14
日（
月
）
～
17
日（
木
）

■
場　
所　
①
室
蘭
市
②
伊
達
市

③
登
別
市
※
開
催
場
所
に
つ
い
て

は
未
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
内　
容

18
歳
以
上
の
身
体
障

が
い
者
や
知
的
障
が
い
者
の
人
た

ち
の
医
学
的
、
心
理
的
お
よ
び
職

能
的
判
定
な
ど
や
補
装
具
の
処
方

や
適
合
判
定
な
ど
、
そ
の
他
障
が

い
に
係
る
専
門
的
相
談
な
ど
の
相

談
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
み　
相
談
す
る
場
合
は
事

前
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
※

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
事
前
に
聞

き
取
り
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
相
談
件
数
が
多
い
場
合
は
、

希
望
日
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

■
問
合
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
・
高
齢
者
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
1
）

お知らせ

故鈴木榮子さん
■３月 14日死去■ 82歳■遺族は忠光さん■入４区



■町長部局
【課長職】
▷産業振興課長兼産業振興課新型コロ
ナウイルス特別対策室長（環境課長）原
信也▷環境課長（企画防災課主幹）佐々
木勉▷ジオパーク推進課長（再任用）武
川正人▷会計管理者（住民課主幹）金子
真優美

【課長補佐職】
▷企画防災課主幹（産業振興課新型コロ
ナウイルス特別対策室長）佐藤融▷健
康福祉センター主幹（自治労専従）原美
夏▷健康福祉センター主幹（健康福祉セ
ンター主査）鎌田智子▷産業振興課主
幹（産業振興課長）田所昭博▷建設課主
幹（建設課主査）小玉照寿▷環境課主幹
（環境課主査）木村慎一▷農業振興課主
幹（農業振興課主査）村上友和

【係長職】
▷総務課主査（新規採用）飯村直樹▷住
民課主査（洞爺湖温泉支所主査）飛岡み
どり▷住民課主査（管理課主査）谷澤靖
▷健康福祉課主査（税務財政課主査）小
野寺登志▷健康福祉センター主査（健康
福祉センター主任）大塚千恵▷健康福
祉センター主査（健康福祉センター主
任）佐久間万記子▷観光振興課主査（観
光協会派遣）大楽泰生▷建設課主査（新
規採用）高木敦士▷上下水道課主査（上
下水道課主任）泰地敬介▷ジオパーク
推進課主査（新規採用）加賀谷にれ▷農
業振興課主査（農業振興課主任）山本勲
■教育委員会部局

【課長職】
▷社会教育課参事（社会教育課長）角田
隆志▷社会教育課長（社会教育課主幹）
野呂圭一

【課長補佐職】
▷社会教育課主幹（産業振興課主幹）高
橋淳一

【係長職】
▷管理課主査（健康福祉課主任）菊地慶
洋▷本町保育所副所長（桜ヶ丘保育所副
所長）川野名恵▷桜ヶ丘保育所副所長
（本町保育所副所長）中村絵理子▷洞爺
保育所主査（桜ヶ丘保育所保育士主任）
長谷川尊裕▷本町保育所主査（本町保育
所保育士主任）藤野奈穂子
■退職（３月 31日付）
▷経済部参与・ジオパーク推進課長事
務取扱　武川正人▷会計管理者　杉上
繁雄

洞爺湖町人事異動 新 入 職 員 紹 介新 入 職 員 紹 介（４月１日付）

① 46歳②静岡県
③自転車・写真
④三重県から参
りました。皆さ
んとともに洞爺
湖町を盛り上げ
ていきたいと思
います。飯村直樹

（総務課） ①年齢②出身③趣味・特技④抱負

　４月１日付で洞爺湖町役場職員と
なった新人を紹介します。
　今後ともよろしくお願いします。

吉本大樹
（企画防災課）

① 37歳②福岡県
③読書④新たに
洞爺湖町役場の
一員となります。
町民の皆さんの
ために全力をつ
くさせていただ
きます。 山本玲

（企画防災課危機管理室）

① 33歳②函館市
③少林寺拳法④前
職 の 経 験 を 活 か
し、洞爺湖町のた
めに尽力していき
たいです。

加賀谷にれ
（ジオパーク推進課）

① 46歳②神奈川
県③写真④洞爺
湖の世界に誇れ
る自然環境が大
好きです。頑張
ります。高木敦士

（建設課）

① 38歳②伊達市
③音楽鑑賞・ド
ライブ④洞爺湖
町のお役に立て
るように頑張り
ます。よろしく
お願いします。

三浦恵斗
（税務財政課）

① 28歳②苫小牧
市③自分の娘と
遊ぶこと④町民
の皆さんに頼っ
ていただける職
員を目指して頑
張ります。 上田祐真

（産業振興課）

① 30歳②室蘭市
③温泉巡り・将
棋④親しみやす
く安心感のある
職員を目指しま
す。どうぞよろ
しくお願いいた
します。

広報とうやこ　2021 年４月 18

福井会長（右）に寄付金の目録を福井会長（右）に寄付金の目録を
手渡す中谷会長（右から２番目）手渡す中谷会長（右から２番目）

洞爺ライオンズクラブ　社協に現金と古切手寄贈
3月 23日、洞爺ライオン

ズクラブ（洞爺ＬＣ、中谷
玲二会長）が、洞爺湖町社
会福祉協議会に、福祉基金
として５万円の寄付と併せ
て、会員が集めた古切手４、
７２５枚を寄贈しました。
　中谷会長は洞爺湖町社会
福祉協議会を訪れ、福井政
吉会長に「会員全員の奉仕
として福祉活動に利用してほしい」と話し、手渡しました。



さわやかだより

問合せ問合せ　子育て世代包括支援センター（健康福祉センターさわやか内） （☎ 76-4006）　子育て世代包括支援センター（健康福祉センターさわやか内） （☎ 76-4006）

　４月から、健康福祉センターさわやか内に「子育て世代包括支援センター」を設置します。

広報とうやこ　2021 年４月19

子育て世代包括支援センター子育て世代包括支援センター
が始まります！

主な事業内容
・母子手帳交付時の面談
・妊娠期から産後１年までの子育てプランの提案
・妊娠・出産・子育てに関する相談
・子育てに関する保健事業やサービスの紹介　など

　安心して出産や育児をするために、利用したいサービス
や希望の支援、自身で取り組むセルフケアを一緒に考え、
プランとして見える化します。

●子育てプランとは？

子育て世代包括支援センターとは？
　安心して妊娠期から子育て期までを過ごせるよう、妊娠・
出産・子育てに関するさまざまな不安や悩みなどの相談に
応じる総合相談窓口です。
■開設時間　月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く）　
８時 45 分～ 17 時 30 分

■利用方法　電話相談・来所相談・家庭訪問など
※来所される場合、事前に連絡をいただけるとスムーズに
相談できます。個人情報は守りますので安心して相談して
ください。

困り事はありませんか？

・初めての妊娠で分からないことばかり　
・つわりで食べられない　　　　　　　　
・出産の準備は何をすればよいの？

●妊娠期

　産前産後のからだのこと、こころのこと、赤ちゃんのこ
と、育児のことなど、気になることがあれば保健師が相談
にのり、必要なサービスの紹介などのサポートをします。

・おっぱいが足りているのか心配
・離乳食の進め方や作り方が分からない　　　　　　　
・育児で疲れてイライラしてしまう

●子育て期

　センター内には子どもが遊べるスペースを用意してい
て、子どもを遊ばせながら相談することもできます。

４月から新しく始まる子育て支援事業
●産後ケア事業
　出産後、お母さんが安心して子育てができるよう、
産後の体調管理や育児のサポートをする産後ケア事業
を実施します（有料）。通算６日まで利用できます。
■対　象　洞爺湖町に住民票がある産後１年未満のお
母さんと赤ちゃんで次の項目に当てはまる人。（医療が
必要な人は利用できません）
①家族などから産後の援助を受けることができない②
心身の不調や育児に対する不安がある
■サービス　①お母さんのからだとこころのケア②授
乳や沐浴など育児に関する相談③乳房に関するケアや
相談④食事の提供（宿泊の場合）
■利用できる医療機関など　①伊達赤十字病院…宿泊
してサービスを受けます。②オハナ母乳育児相談室（登
別市）…助産師が自宅に訪問し、サービスを受けます。

③にこにこ母乳相談所（伊達市）／ローズマリー（伊
達市）…助産師の元に通い、サービスを受けます。
※上記以外の医療機関などを利用する場合は償還払い
となります。償還払いの申請のときは領収書が必要で
す。忘れずにとっておいてください。
■申請方法　窓口への洞爺湖町産後ケア事業利用申請
書の提出

●妊娠判定受診費用助成制度
　洞爺湖町に住民票がある人で妊娠判定を受けた方に
対し、妊娠判定受診費用の一部を助成します。１回の
受診につき上限１万円（１年度１回まで）
■申請方法　窓口への洞爺湖町妊娠判定受診費用交付
申請書、受診領収書の写しの提出
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あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10 時～ 16 時 20 分 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家 （☎ 75-2555）
※現在リニューアル工事中
洞爺総合センター図書室 （☎ 82-5111）

［時間］９時～ 16 時 30 分　 ［休館日］なし

書
からから家家読 のの

新
刊
案
内

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

＜

一　
般＞

▽
誰
に
も
相
談
で
き

ま
せ
ん　
み
ん
な
の
な
や
み
ぼ
く

の
こ
た
え
（
高
橋
源
一
郎
）
▽
志

麻
さ
ん
の
台
所
ル
ー
ル　
毎
日
の

ご
は
ん
作
り
が
ラ
ク
に
な
る
、
一

生
も
の
の
料
理
の
コ
ツ
（
タ
サ
ン

志
麻
）
▽
空
洞
の
な
か
み
（
松
重

豊
）
▽
老
婦
人
マ
リ
ア
ン
ヌ
鈴
木

の
部
屋
（
萩
野
ア
ン
ナ
）
▽
イ
グ

ジ
ッ
ト
E
X
I
T
（
相
場
英
雄
）

▽
紅
蓮
の
雪
（
遠
田
潤
子
）
▽

2
0
2
0
年
の
恋
人
た
ち（
島
本

理
生
）

■
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

＜

一　
般＞

▽
大
人
は
泣
か
な
い

と
思
っ
て
い
た
（
寺
地
は
る
な
）

▽
ト
ラ
ペ
ジ
ウ
ム
（
高
山
一
実
）

▽
「
言
葉
に
で
き
る
」
は
武
器
に

な
る
（
梅
田
悟
司
）
▽
世
界
で
い

ち
ば
ん
素
敵
な
花
と
草
木
の
教
室

（
稲
垣
栄
洋
）▽
縫
わ
ん
ば
な
ら
ん

（
古
川
真
人
）
▽
世
界
一
美
味
し
い

手
抜
き
ご
は
ん　
最
速
！
や
る
気

の
い
ら
な
い
1
0
0
レ
シ
ピ
（
リ

ュ
ウ
ジ
）▽
人
質
の
朗
読
会（
小
川

洋
子
）
▽
日
没
（
桐
野
夏
生
）
▽

人
生
で
大
事
な
こ
と
は
み
ん
な
ゴ

リ
ラ
か
ら
教
わ
っ
た
（
山
極
寿
一
）

＜

児
童
書＞

▽
た
ぬ
き
の
花
よ
め

道
中
（
最
上
一
平
著
／
町
田
尚
子

絵
）
▽
バ
ッ
タ
ロ
ボ
ッ
ト
の
ぼ
う

け
ん
（
ま
つ
お
か
た
つ
ひ
で
）
▽

ル
ー
パ
ー
ト
の
い
た
夏
（
ヒ
ラ
リ

ー
・
マ
ッ
カ
イ
著
／
冨
永
星
訳
）

▽
こ
の
計
画
は
ひ
み
つ
で
す
（
ジ

ョ
ナ
ー
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
）
▽
ゆ
き

だ
る
ま
と
か
が
み
も
ち
（
林
大
林

著
／
岡
本
よ
し
ろ
う
絵
）

ふしぎ駄菓子屋銭天堂シリーズ（全14巻）
廣島玲子著／ JyaJya 絵
　一軒の駄菓子屋。この店にくる客
は、その駄菓子に魅せられ、とりこ
になり、彼らの運命は、大きく変わ
ることになっていきます。駄菓子に
翻弄される人たちを描いて、子ども
だけでなく、大人も夢中にさせるシ
リーズです。（あぶた読書の家所蔵）

絵本の玉手箱　４月のおはなし会
■日　時　４月 12 日（月）、４月 17
日（土）、４月 26 日（月）10 時～
11 時 30 分、４月 15 日（木）14 時
～ 15 時 30 分
■場　所 あぶた母と子の館
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）
※マスク着用の参加をお願いします。
人数制限を行うこともありますので
ご了承ください。

今月の
リポーター
西山雄治さん

　
　
爺
湖
町
へ
移
住
を
考
え
て

　
　

い
た
矢
先
に「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
」
の
募
集
を
見
つ
け

応
募
し
、
令
和
元
年
９
月
に
移

住
し
て
き
ま
し
た
。
配
属
先
は

「
洞
爺
湖
町
商
工
会
」
で
、同
じ

建
物
内
に
あ
る
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ

施
設
の
管
理
や
振
興
活
動
、
商

工
会
の
支
援
業
務
な
ど
の
仕
事

と
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
業
務

に
携
わ
る
ま
で
は
商
工
会
が
ど

の
よ
う
な
役
割
を
担
う
場
所
な

の
か
明
確
に
は
理
解
し
て
は
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
実
際
に
中
に
入
っ
て
仕
事
を

は
じ
め
、
地
域
の
商
工
事
業
者

と
交
流
を
す
る
う
ち
に
商
工
会

の
果
た
す
役
割
を
理
解
し
て
い

き
、
税
の
仕
組
み
に
関
す
る
知

識
も
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
、
そ
し
て
こ
の
町
が
ど
の
よ

う
な
人
た
ち
で
構
成
さ
れ
、
支

え
ら
れ
て
い
る
の
か
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
貴

重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
活
動
に
し
て

も
実
際
に
業
務
に
携
わ
る
よ
う

に
な
り
、
次
第
に
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
の
魅
力
に
は
ま
っ
て
い
き
、

積
極
的
に
イ
ン
ド
ア
や
ア
ウ
ト

ド
ア
で
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
自

分
自
身
が
楽
し
み
、
知
識
や
ス

キ
ル
を
深
め
て
い
き
広
報
活
動

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
、

と
て
も
充
実
し
た
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
は
３
月
末
で
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
任
務
を
終
え
、
今
後

は
商
工
会
会
員
と
し
て
、
私
が

着
任
し
た
こ
ろ
か
ら
親
し
く
接

し
て
く
だ
さ
っ
た
事
業
者
の
会

社
に
就
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
や
り
た
い
こ
と

に
積
極
的
に
挑
戦
し
、
自
分
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
こ
の
地
に

根
ざ
し
て
い
け
る
よ
う
歩
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

洞

今月の
１冊
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●
み
ず
う
み
読
書
の
家
に
つ
い
て

　
４
月
１
日
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

工
事
の
た
め
、
休
館
と
な
っ
て
い

ま
す
。本
の
貸
出
し
に
つ
い
て
は
、

あ
ぶ
た
読
書
の
家
で
電
話
予
約
す

る
と
、後
日
、洞
爺
湖
温
泉
支
所
で

受
け
取
れ
ま
す
の
で
、
利
用
く
だ

さ
い
（
予
約
☎
76－

２
１
0
０
）



洞爺湖支署（☎ 76-2119）・洞爺出張所（☎ 87-2119）・『火災・救急・救助 119 番』

春
の
全
道

火
災
予
防
運
動
の
実
施

　
　
月
20
日
（
火
）
～
30
日
（
金
）

　
　
ま
で
の
11
日
間
に
渡
り
、
全

道
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
冬
か
ら
春
へ
と
季
節
が
移
り
変

わ
る
こ
と
で
空
気
が
乾
燥
し
、
火

災
が
特
に
発
生
し
や
す
く
な
る
こ

の
時
季
に
、
火
災
予
防
思
想
の
一

層
の
普
及
を
図
り
、
火
災
発
生
の

防
止
、
死
傷
事
故
や
財
産
の
損
失

を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

す
る
も
の
で
す
。

　
洞
爺
湖
支
署
で
は
期
間
中
、
消

防
車
両
に
よ
る
火
災
予
防
広
報
や

19
時
に
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
行
う
な

ど
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、
各
種
行
事
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
消
防
法
で
は
、
一
定
規
模
の
防

火
対
象
物
（
ホ
テ
ル
、
病
院
、
福

祉
施
設
、
学
校
な
ど
）
で
火
災
が

発
生
す
る
と
人
命
へ
の
被
害
が
大

き
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
防

火
に
関
す
る
講
習
課
程
を
修
了
し

広報とうやこ　2021 年４月広報とうやこ　2021 年４月21

　
西
胆
振
行
政
事
務
組
合
消
防
本

部
で
は
、
消
防
車
が
災
害
出
動
し

た
場
合
、
自
動
音
声
に
よ
る
災
害

案
内
を
実
施
し
て
い
ま
す
。︻
災

害
案
内
ダ
イ
ヤ
ル
☎
0
1
4
2

－

23－

7
1
7
1
︼
間
違
い
の
無

い
よ
う
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

災
害
案
内
ダ
イ
ヤ
ル

の
お
知
ら
せ

防
火
管
理
者
を

選
任
し
ま
し
ょ
う

た
人
を
防
火
管
理
者
と
し
て
選
任

し
、
消
防
計
画
を
作
成
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
す
で
に
防
火
管
理
者
を
選
任
し

て
い
る
防
火
対
象
物
に
お
い
て

も
、
人
事
異
動
な
ど
に
よ
り
変
更

が
生
じ
た
場
合
な
ど
は
、
変
更
届

出
を
提
出
し
、
併
せ
て
消
防
計
画

の
変
更
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

防
火
管
理
者
の
選
任
（
変
更
）

や
消
防
計
画
に
つ
い
て
の
問
合
せ

は
最
寄
り
の
消
防
署
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

火
入
れ
の
時
季
となり

ま
し
た

　
春
は
、
新
し
い
息
吹
が
芽
生
え

る
と
と
も
に
、
枯
れ
草
が
目
に
つ

く
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
時

季
は
空
気
が
乾
燥
し
て
い
て
農

地
な
ど
で
枯
れ
草
焼
き
の
最
中
、

周
囲
に
一
気
に
燃
え
移
る
な
ど
、

ち
ょ
っ
と
し
た
火
の
不
始
末
で
火

災
に
な
る
危
険
性
が
高
く
、
消
防

車
の
出
動
す
る
機
会
が
多
い
時
季

で
も
あ
り
ま
す
。

　
火
入
れ
を
行
う
場
合
は
、
消
火

の
準
備
、
周
り
に
燃
え
移
ら
な
い

場
所
で
の
実
施
、
風
の
強
い
日
は

延
期
す
る
な
ど
火
災
の
発
生
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

４

統
一
標
語

﹃
そ
の
火
事
を

防
ぐ
あ
な
た
に

金
メ
ダ
ル
﹄

「
正
し
い
１
１
９
番
通
報
の

ポ
イ
ン
ト
」

１
１
９
番
通
報
は
「
お
ち
つ
い

て
」「
ゆ
っ
く
り
」「
は
っ
き
り
」

と
し
て
、
ス
ム
ー
ズ
な
消
防
活
動

に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

■
１
１
９
番
通
報
と
心
構
え

　
火
事
で
す
か
。
救
急
で
す
か
。

ま
ず
初
め
に「
火
事
で
す
！
」「
救

急
で
す
！
」「
交
通
事
故
で
す
！
」

の
い
ず
れ
か
を
答
え
て
く
だ
さ

い
。
次
に
消
防
車
や
救
急
車
の
向

か
う
場
所
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
何
町
・
何
番
地
、
マ
ン
シ
ョ
ン

名
や
階
層
、
部
屋
番
号
、
世
帯
主

名
、
隣
家
の
名
前
や
近
く
の
目
標

物
な
ど
）

●
火
事
の
場
合

　
何
が
燃
え
て
い
る
か
、
逃
げ
遅

れ
の
有
無
、
初
期
消
火
の
成
功
・

失
敗
な
ど

●
救
急
や
事
故
の
場
合

　
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
意
識
の

有
無
、
怪
我
や
病
気
の
状
態
、
事

故
の
人
数
、
事
故
の
詳
細
な
ど

■
携
帯
電
話
か
ら
の
通
報

　
携
帯
電
話
か
ら
も
市
外
局
番
な

し
の
１
１
９
番
で
通
報
出
来
ま

す
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
О
Ｎ
に
し
て

お
く
こ
と
に
よ
り
消
防
で
位
置
情

報
を
取
得
で
き
ま
す
。
な
お
、
場

所
が
不
明
な
場
合
や
よ
り
詳
細
な

内
容
を
確
認
す
る
た
め
、
消
防
か

ら
折
り
返
し
電
話
を
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
電
話
に
出
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
消
防
か
ら
の
お
願
い

西
胆
振
消
防
で
は
、
伊
達
市

に
あ
る
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
で
、

１
１
９
番
通
報
の
一
括
受
信
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず「
何

市
、
何
町
」
か
ら
の
通
報
か
を
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

　
消
防
署
ま
た
は
支
署
に
通
報
し

て
も
対
応
可
能
で
す
が
、
直
接

１
１
９
番
に
通
報
し
た
方
が
よ
り

迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
可
能
な
限
り
１
１
９
番
を
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

　
１
１
９
番
は
専
用
電
話
で
す
の

で
、
問
合
せ
な
ど
に
は
応
じ
ら
れ

ま
せ
ん
。
該
当
署
所
の
代
表
電
話

へ
連
絡
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

■
問
合
せ　

西
胆
振
行
政
事
務

組
合
消
防
本
部
消
防
課（
☎
21

－

5
0
0
3
）



ジオパーク通信ジオパーク通信

第 105号
洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会

洞爺湖町役場内
☎（0142）74-3015ジオパーク通信ジオパーク通信

洞爺湖有珠山ジオパークだより

広報とうやこ　2021 年４月

洞爺湖有珠山ジオパーク洞爺湖有珠山ジオパーク
ジオパークとは、ジオ（地球・大地）とパーク（楽

しむところ）を合わせた造語で、人工的に作られたテー
マパークとは異なり、もともとの大地の特徴（海、山、
湖など）を保全し、観光や教育に活用している地域一
帯を指します。
　洞爺湖有珠山ジオパークのエリアは、伊達市・豊浦町・
壮瞥町・洞爺湖町の全域です。約 48,000 人が暮らす
この地域は、ユネスコ世界ジオパークに認定されてい
ます。
　ジオパークでは、地質的な見どころのほか、そこで
育まれた生態系や産業、歴史文化も構成要素です。こ
れらを一つの物語とし、地域全体を楽しんでもらうよ
うにすることがジオパークの目的です。

洞爺湖有珠山ジオパークは、北海道伊達市・豊浦町・壮瞥町・洞爺湖町の４つの市町の取り組みです。
さまざまな活動を通して、この地域の大地の魅力を伝えていきます。

22

新年度を迎えました。「ジオパーク通信」では、洞爺湖有珠山ジオパーク（伊達市・豊浦町・壮瞥町・洞爺
湖町）の見どころ・楽しみどころなど、最新の情報をお知らせしていきます。

代表的な見どころのひとつ、昭和新山は
1944 ～ 1945 年に生まれた新しい火山

ジオパークのエリア（１市３町）には、大地の見どころを楽しめる散策路が
あり、地域の魅力を紹介するガイド団体が活動しています。詳細は『洞爺湖有
珠山ジオパーク推進協議会』HP をご覧ください。

なにがすごい地域なの？なにがすごい地域なの？

数十年おきに噴火を繰り返して
きた有珠山

約 11 万年前のカルデラ噴火で
できた洞爺湖

海底火山の痕跡が見られる海岸

昭和新山の火山誕生を次世代に
伝える

災害遺構散策路での減災教育 縄文時代からの人々の暮らし

世界の中でも、噴火を繰り返す活火山の近くに人が暮らし続けているという地域は珍しく、見どころの保全
や、大地の変動を活かした教育活動が行われていることが高く評価されています。



４月1日（木）
～ 18 日（日）

ビエンナーレコレクション展Ⅰ

12 日（月）
「ひじり在宅クリニック」健康教室

11：15 ～ 11：45
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

15 日（木）

脳の健康教室
9：30 ～ 11：15
健康福祉センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

コグニの集い
13：30 ～ 15：30
洞爺駅交流センター2階（☎76-4838＜社会福祉協議会＞）

無料法律相談会

16 日（金）
乳児健診

12：50 ～
健康福祉センター（☎ 76-4006）

17 日（土）
行政に関わるくらしの無料相談会

４月ワークショップ「風とあそぼう」（モビールづくり）

21 日（水）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

げんきクラブ
13：30 ～ 15：00
健康福祉センター（☎ 76-4006）

22 日（木）
脳の健康教室

9：30 ～ 11：15
健康福祉センター（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

24 日（土）
～6月６日（日）

北口さつき展　「曙光～さくら、咲く。～」

25 日（日） 春の西山散策

26 日（月）
「ひじり在宅クリニック」健康教室

９：30 ～ 12：00
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

28 日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
入江保育所（☎ 76-4317）

28 日（水）～
10 月 31 日（日）

第 40 回洞爺湖ロングラン花火大会
20：45 ～ 21：05
洞爺湖温泉湖畔（☎ 75-2446< 洞爺湖温泉観光協会）

５月１日（土）
～２日（日）

５月ＧＷワークショップ「アウトドアのテッパン。」（－グ
リルプレートづくり－）

６日（木）

脳の健康教室
9：30 ～ 11：15
健康福祉センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

無料法律相談会

7 日（金）

フッ素塗布
13：00 ～ 15：00
洞爺ふれ愛センター（☎76-4006＜健康福祉センター＞）

いきいき教室　春をたのしむ会

10 日（月）
「ひじり在宅クリニック」健康教室

11：15 ～ 11：45
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

12 日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
桜ヶ丘保育所（☎ 75-2088）

13 日（木）
脳の健康教室

9：30 ～ 11：15
健康福祉センター（☎76-4006＜社会福祉協議会＞）

広報とうやこ　2021 年４月広報とうやこ　2021 年４月23

時間 場所時 所 詳 詳細イベントカレンダーの見方

イベントカレンダーイベントカレンダー

ピックアップイベントピックアップイベント

洞爺湖芸術館からのお知らせ
■開館時間　９時 30 分～ 17 時（受付は 16 時 30 分
まで）
■臨時休館日　４月 19 日（月）～ 23 日（金）
ビエンナーレコレクション展Ⅰ
■日　程　４月１日（木）～ 18 日（日）
４月ワークショップ「風とあそぼう」（モビールづくり）
■日 時 ４月 17 日（土）13 時～
■講 師 原田泰さん（公立はこだて未来大学教授）
■定 員　７人
■参加費 500 円
■対 象 小学３年生以上
春特別展　北口さつき展　「曙光～さくら、咲く。～」
■日　程　４月 24 日（土）～６月６日（日）
５月ＧＷワークショップ「アウトドアのテッパン。」

（－グリルプレートづくり－）
■日　時　５月１日（土）～２日（日）いずれも 10
時～ 16 時
■講 師 藤沢レオさん
■定 員　各日５組（２人１組推奨）
■参加費 3，000 円
■対 象 高校生以上
■問合せ　 洞 爺 湖 芸 術 館（ ☎ 87-2525） ／ WEB　
http://www.geijutukan.net/

時
所

※上記のイベントなどの情報は４月１日現在の情報です。新型コロナウイルス拡大の影響で、予定されてい
るイベントが中止や延期となる場合がありますので、ご了承ください。詳細は問い合わせください。

13 日（木）
げんきクラブ

13：30 ～ 15：00
洞爺ふれ愛センター（☎ 76-4006 ＜健康福祉センター＞）

14 日（金）
洞爺地区健康相談

9：30 ～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

春の西山散策
■日　時　４月 25 日（日）10 時～ 11 時 30 分

※申し込みは４月 24 日（土）17 時まで
■場　所　西山山麓火口散策路
■集　合　西山山麓火口散策路南口駐車場
■対　象　小学生以上（未就学児は保護者同伴）
■定　員　２組（８人程度）まで（申込順）
■参加料　１人 300 円
■持ち物　動きやすい服装、スニーカー、軍手、防寒具、
タオル、飲み物、携行食（お菓子）、双眼鏡、マスクなど
■問合せ　洞爺湖ビジターセンター・火山科学館（☎
75-2555）

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

p17詳

p17詳

ピックアップイベント詳

ピックアップイベント詳

ピックアップイベント詳

ピックアップイベント詳

時
所

時
所

時
所

いきいき教室　春をたのしむ会
■日　時　５月７日（金）９時 30 分～ 11 時 30 分
■場　所　月浦森林自然公園
■集　合　９時 20 分　月浦森林自然公園駐車場
■持ち物　飲み物、手袋、長靴、町民カレッジパスポー
ト、歩きやすい服装
■参加料　無料
■主　催　いきいき教室
■問合せ　青木（☎ 76-3589）

時
所

時
所

ピックアップイベント詳

p17詳

ピックアップイベント詳
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を
い
ろ
ん
な
演
奏
方
法
や
た

　
　
く
さ
ん
の
音
で
表
現
で
き
る

の
が
ギ
タ
ー
の
魅
力
で
す
」

　

ギ
タ
ー
の
魅
力
を
話
す
の
は
、

３
月
に
虻
田
中
学
校
を
卒
業
し
た

佐
々
木
海
さ
ん
。

　
佐
々
木
さ
ん
は
室
蘭
市
の
出
身

で
、
２
歳
の
と
き
に
洞
爺
湖
町
に

引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。

　
父
親
が
演
奏
し
て
い
た
ギ
タ
リ

ス
ト
で
あ
る
押
尾
コ
ー
タ
ロ
ー
さ

ん
の
曲
を
聞
い
た
と
き
に
か
っ
こ

い
い
と
思
い
、
小
学
校
３
年
生
か

ら
ギ
タ
ー
を
始
め
、
最
初
は
父
親

スポットライト

Spotlight

東奔西走
ワンショット今月の

　　月号を以って私自身が作成する最後の広報となりました。
　　取材や写真撮影などご協力いただいた町民の皆さんには、
深く感謝します。本当にありがとうございました。これから
も広報とうやこをよろしくお願いいたします。（C.K）　
　　イヌ民族共生拠点施設ウトゥラノがオープンしました。
　　私自身、今までアイヌ文化や歴史に触れる機会が少なかっ
たので、少しづつ理解を深めていきたいです。（M.O）

に
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
独
学
で
ギ
タ
ー
を
学

ん
で
い
ま
す
。
小
学
校
５
年
生
の

と
き
に
父
親
の
つ
な
が
り
で
札
幌

市
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
演
奏
し
た

の
が
、
初
め
て
の
ス
テ
ー
ジ
で
し

た
。

　
「
ギ
タ
ー
演
奏
を
披
露
す
る
と

き
は
聞
い
て
く
れ
る
人
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
と
い
つ
も
応
援
し
て
く

れ
る
人
が
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
に
笑
顔
で
い
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
意
識
し
て
弾
い
て
い
ま
す
」

と
言
い
ま
す
。

４

将
来
は
プ
ロ
の
ギ
タ
リ
ス
ト
に
な
り
た
い

ア

profi le
平成 17 年６月 21 日生
まれ。趣味はギターと
ピアノ演奏。入江４区
在住。15 歳。

佐 々 木 海さん
曲

「

洞爺財田自然体験ハウスふれあい行事洞爺財田自然体験ハウスふれあい行事
生きものさがしで野鳥監察をする参加者生きものさがしで野鳥監察をする参加者

　

作
曲
も
行
う
佐
々
木
さ
ん
は
、

自
分
の
気
持
ち
や
経
験
な
ど
を
基

に
そ
の
と
き
の
感
情
に
よ
っ
て
曲

名
や
曲
調
を
考
え
、
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
曲
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

「
初
め
て
作
曲
し
た
﹃
オ
フ
ロ
ー

ド
﹄
と
い
う
曲
は
、
中
学
校
に
入

学
し
た
ば
か
り
で
、
勉
強
と
部
活

動
の
両
立
が
難
し
く
、
自
分
自
身

が
感
じ
た
複
雑
な
道
の
り
を
曲
に

表
し
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
、
町
の
イ
ベ
ン

ト
ヘ
の
出
演
や
ラ
イ
ブ
活
動
を
行

う
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
自
分
の
技
術
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
、
た
く
さ
ん
曲
を
作
り
ア

ル
バ
ム
を
作
り
た
い
と
意
欲
を
み

せ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
佐
々
木
さ
ん
は
「
い
つ

も
演
奏
を
聞
い
て
く
れ
る
人
や
初

め
て
聞
い
た
人
に
こ
れ
か
ら
も
応

援
し
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
の

で
、
そ
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
て
い

き
た
い
で
す
。
今
後
は
、
今
ま
で

以
上
に
ギ
タ
ー
と
歌
に
も
力
を
入

れ
、
将
来
は
プ
ロ
の
ギ
タ
リ
ス
ト

に
な
り
た
い
で
す
」
と
意
気
込
み

を
語
り
ま
す
。

夢に向かって一歩ずつ


